
くるめ生きものプラン 平成 29 年度実績報告について

１．計画の目的と概要

「くるめ生きものプラン」は、久留米市環境基本計画の基本目標の１つである「豊かな

自然環境の保全と共生」の実現を目的に、平成２９年２月に策定いたしました。

生きものプランでは、2050 年までに目指す社会「自然とふれあい、自然と生きるまち く

るめ」の理念を設定し、その社会の実現のための各種施策の展開を図っています。

２．平成２９年度くるめ生きものプラン重点指標状況について

目指す社会の実現に向け、３つの目標をかかげ、目標の達成にあたり、８つの重点指標

を設定し、各施策の進捗状況を確認しています。

なお、平成２９年度の進捗状況は以下のとおりです。
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農用地面積に占める、多面的機能の維持に

取り組む地域活動面積の割合

※多面的機能支払交付金実績

日常で環境に配慮した取り組み

をしている市民の割合

※市民意識調査結果
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※市政アンケートモニター（くるモニ）調査結果

花や緑、水辺などの魅力が高まった
と感じる市民の割合

※市政アンケートモニター（くるモニ）調査結果

年間利用人数継続 ３７，６５５人

H32年度までに

４５％
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・くるめ生きものプラン体系図

目標 施策名

希少生物の保全

市街地での生態系の保全

自然とのふれあいの場の創出

山林の保全、再生

生きものの移動等に配慮した施策の推進

外来種への対応

有害鳥獣への対応

生きものの

生息環境が

守られたまちづくり

田園などの里地里山の保全・再生

目標 施策名

生物多様性に配慮した農業・農村の振興産
業 生物多様性に配慮した事業活動の促進

生物多様性に配慮した暮らしの促進

生物多様性に配慮した消費行動の促進

温暖化緩和策の促進

自然と暮らしが

つながる

仕組みづくり

暮
ら
し

循環型社会構築に向けた取り組み

目標 施策名

環境学習の機会や情報の提供

自然とのふれあいや環境保全活動を行う人材の育成

自然観察会の実施

自然を守り、

暮らしにつなげる

人の育成 市民団体の活動支援

久留米市新総合計画
久留米市環境基本計画

基本目標

○低炭素社会の構築

○循環型社会の構築

○豊かな自然環境の保全と共生

○快適な生活環境の保全

○市民環境意識の向上と協働の推進
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